
令和 3 年度大阪大学大学院文学研究科入試案内 

 

１．制度 

 ａ）修士課程・博士前期課程・博士後期課程 

   修士課程・博士前期課程修了後、ともに博士後期課程へ進学することは制度上可能 

 ｂ）３つの専攻、文化動態論専攻・文化形態論専攻・文化表現論専攻 

 ｃ）４つのコース・23 の専門分野 

 ｄ）取得できる学位、修士・博士 

 ｅ）学費 入学料 282,000 円、授業料（年額）535,800 円   検定料 30,000 円 

   ただし、本学大学院博士前期課程または修士課程を令和 3 年 3 月に修了見込みの者が、引き続い 

て博士後期課程へ進学する場合は、検定料・入学料は不要です。 

 

２．入試 

 ａ）ホームページ、大阪大学大学院文学研究科・文学部トップページ→「入試・入学案内」→「大学院

関係入試」に、入学試験の種類・過去問題・合格者数・入試日程などの情報あります。 

 ｂ）募集要項は毎年７月初旬頃配布可能、上記ホームページ「入学試験の種類」にも掲載（願書等を除

く要項部分のみ）、入学試験の内容についても、上記ホームページ「過去問題」で確認可能（ただし、 

   著作権に対する配慮から問題文の一部を省略している場合があります）。 

   「過去問題」を直接閲覧することも可能です。 

 ｃ）入試日程 一般選抜（秋期９月下旬・春期２月上旬の年２回、ただし博士後期課程は春期のみ）・ 

外国人留学生選抜（春期のみ）・社会人特別選抜（秋期のみ） 

 ｄ）定員  博士前期課程 75 名（文化形態論 38 名・文化表現論 37 名）・修士課程 19 名、 

博士後期課程 41 名（文化形態論 20 名・文化表現論 21 名） 

 ｅ）定員設定とは別に、入試は受験分野（専門分野をさらに細分化した 26 受験分野）・コース別に行わ

れます。試験の内容は、募集要項や過去問題で確認できます。 

 

３．就職 

 a）平成 29 年度実績 博士前期課程・修士課程修了者 就職率 94.4％（就職希望者 31 名） 

  ・公務員 農林水産省林野庁、東京都庁、神戸市役所、国立国会図書館 

  ・教員  大阪府、奈良県、西大和学園中・高等学校、大手前丸亀中・高等学校、 

  ・企業  NTT データ、大和ハウス工業、朝日新聞社、アクセンチュア、住友電工情報システム 

       大阪府文化財センター 

 b）平成 30 年度実績 博士前期課程・修士課程修了者 就職率 93.5％（就職希望者 50 名） 

  ・公務員 神戸市役所、神戸市長田区役所、三重県朝日町、島根県隠岐の島町 

  ・教員  大阪府、滋賀県、岡山県、島根県、同志社香里中・高等学校、東山中学・高等学校 

  ・企業  中国電力、日本 IBM、DMG 森精機、ダイキン工業、JFE スチール、読売新聞東京本社 

       東洋経済新報社、かんぽ生命保険、商工組合中央金庫 

   c）令和元年度実績 博士前期課程・修士課程修了者 就職率 83.0％（就職希望者 31 名） 

  ・公務員 裁判所、兵庫県、香川県、沖縄県、奈良県・大阪府（考古学技師） 

  ・教員  岐阜県、山口県、金蘭千里学園 

  ・企業  東芝、中日新聞社、SG ホールディングス、中小企業基盤整備機構 

おおよその傾向として、博士後期課程への進学が 50%、就職希望者の 50%が教員・公務員 

 

 



４．日本学術振興会（学振）特別研究員（博士後期課程在学生が対象となるＤＣ１・ＤＣ２および修了生

（博士の学位取得者）が対象となるＰＤ） 

 ａ）日本学術振興会が、研究奨励金および研究費を支給する制度、特別研究員に採用されると、（博士

後期課程在学生が対象のＤＣ１・ＤＣ２の場合）給与（生活費）として研究奨励金（月額 20 万円）

が支給され、さらに年間 150 万円以内の科研費も支給される。日本学術振興会ホームページのトッ

プページ左側に「特別研究員」のバナー有り。 

 ｂ）文学研究科ホームページのトップページ→「キャンパスライフ」→「大学院生のための支援」→「日

本学術振興会特別研究員への申請支援と採用実績」に文学研究科の採用実績データ有り 

 

 

Ⅱ．大学院　修士課程（２年）

共生文明論　コース

アート・メディア論　コース

文学環境論　コース

言語生態論　コース

哲学哲学史　専門分野 哲学哲学史　専門分野

現代思想文化学　専門分野 現代思想文化学　専門分野

臨床哲学　専門分野 臨床哲学　専門分野 倫理学　専修

中国哲学　専門分野 中国哲学　専門分野 中国哲学　専修

インド学・仏教学　専門分野 インド学・仏教学　専門分野 インド哲学　専修

日本史学　専門分野 日本史学　専門分野 日本史学　専修

東洋史学　専門分野 東洋史学　専門分野 東洋史学　専修

西洋史学　専門分野 西洋史学　専門分野 西洋史学　専修

考古学　専門分野 考古学　専門分野 考古学　専修

日本学　専門分野 日本学　専門分野 日本学　専修

人文地理学　専門分野 人文地理学　専門分野 人文地理学　専修

日本語学　専門分野 日本語学　専門分野 日本語学　専修

日本文学　専門分野 日本文学　専門分野

国語学　専門分野 国語学　専門分野

比較文学　専門分野 比較文学　専門分野 比較文学　専修

中国文学　専門分野 中国文学　専門分野 中国文学　専修

英米文学　専門分野 英米文学　専門分野

英語学　専門分野 英語学　専門分野

ドイツ文学　専門分野 ドイツ文学　専門分野 ドイツ文学　専修

フランス文学　専門分野 フランス文学　専門分野 フランス文学　専修

美学・文芸学　専門分野 美学・文芸学　専門分野 美学・文芸学　専修

音楽学・演劇学　専門分野 音楽学・演劇学　専門分野 音楽学・演劇学　専修

美術史学　専門分野 美術史学　専門分野 美術史学　専修

Ⅳ．大学院　博士後期課程（３年） Ⅲ．大学院　博士前期課程（２年） Ⅰ．学部（４年）
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専攻 講座 専門分野・コース
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